
Topics
　

動
物
（
犬
、
猫
な
ど
）
は
私
た
ち
の

生
活
の
中
で
、
共
に
生
き
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
生

態
や
習
性
を
理
解
し
た
適
切
な
飼
育
が

必
要
で
す
。

動
物
の
遺
棄
・
虐
待
は
犯
罪
で
す

　

動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
動
物
の
命
を

預
か
る
こ
と
で
す
。
飼
い
主
は
、
動
物

が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
社
会
や
近
隣
に
迷
惑
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
責
任
が
あ
り

ま
す
。
人
と
動
物
が
共
に
生
き
て
い
け

る
社
会
の
実
現
に
は
、
飼
い
主
の
モ
ラ

ル
と
マ
ナ
ー
が
必
要
で
す
。

　

子
猫
や
子
犬
な
ど
を
捨
て
る
こ
と
は
、

責
任
を
放
棄
し
、
命
を
奪
う
こ
と
と
同

じ
犯
罪
で
あ
り
、
動
物
を
捨
て
る
こ
と

は
絶
対
に
や
め
、
新
た
な
飼
い
主
を
探

し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
９
月
１
日
に
「
動
物
の
愛

２５

護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正

さ
れ
、
遺
棄
（
捨
て
る
）
お
よ
び
虐
待

に
対
す
る
罰
金
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
動
物
の
飼
い
主
に
対
す
る
責

務
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
終
生
飼
養

　

動
物
所
有
者
の
責
務
と
し
て
、
動
物

の
命
が
尽
き
る
ま
で
に
適
正
に
飼
養
す

る
「
終
生
飼
養
」
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

「動物の愛護及び管理に関する法律」が改正されました犬や猫の飼い方と命の尊さを考えてみましょう
問合せ　環境政策課環境衛生係　緯運９１３２

　

不
幸
な
犬
や
猫
を
生
み
出
さ
な
い
た

め
、「
増
や
さ
な
い
」
こ
と
は
生
き
物

へ
の
愛
な
の
で
す
。　

Ａ
犬
の
場
合

　

雄
も
雌
も
生
後
６
～
９
カ
月
で
繁
殖

で
き
る
体
に
成
長
し
、
発
情
し
て
い
れ

ば
親
子
や
き
ょ
う
だ
い
で
も
交
尾
し
ま

す
。

　

雌
犬
は
約
６
カ
月
間
隔
で
発
情
し
、

１
回
の
出
産
で
５
～　

頭
の
子
犬
を
産

１０

み
ま
す
。

Ａ
猫
の
場
合

　

雄
は
生
後
８
～　

カ
月
で
、
メ
ス
は

１２

生
後
４
～　

カ
月
で
繁
殖
で
き
る
よ
う

１２

に
な
り
ま
す
。

　

１
回
の
出
産
で
４
～
８
頭
の
子
猫
を

産
み
、
１
年
間
で　

頭
以
上
に
増
え
る

２０

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

動
物
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
飼
い
方

だ
け
で
な
く
、
改
め
て
動
物
の
命
の
尊

さ
を
考
え
直
し
、
人
と
動
物
と
の
共
生

に
配
慮
し
つ
つ
、
愛
情
と
責
任
を
持
っ

て
適
正
な
飼
育
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

で
繁
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
せ
ん
。

　

放
置
し
て
お
く
と
、
発
情
の
た
び
に
、

妊
娠
・
出
産
を
繰
り
返
し
、
１
頭
の
犬
、

猫
が
１
年
間
で
何
十
頭
に
も
増
え
ま
す
。

　

犬
、
猫
が
殺
処
分
さ
れ
る
最
大
の
原

因
は
、
飼
い
き
れ
な
い
数
の
犬
や
猫
が

生
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

殺
処
分
さ
れ
る
命
を
減
ら
す
に
は
、

ま
ず
、
生
ま
れ
て
く
る
命
の
数
を
減
ら

さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

②
引
き
取
り
拒
否

　

犬
や
猫
の
引
き
取
り
を
動
物
所
有
者

か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
は
広
島
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
が
対
応
し
ま
す
が
、
終

生
飼
養
の
原
則
に
反
す
る
場
合
な
ど
は

拒
否
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
不
妊
去
勢
手
術

　

犬
、
猫
に
は
発
情
期
が
あ
り
、
自
分

Ｑ
不
妊
去
勢
手
術
を

し
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

広島県動物愛護センターに引き取ら
れた犬。静かに檻の中で殺処分を待
つ。平成２５年度に廿日市市からセン
ターに引き渡された犬・猫の数は１０４
匹に上る。
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■愛護動物（犬、猫など）を
　みだりに殺傷した場合
⇒２年以下の懲役または
　２００万円以下の罰金

■動物愛護を遺棄する
　（捨てる）・虐待した場合
⇒１００万円以下の罰金

My Town Topics　―まちのわだい―　まちの旬な話題を提供します

大虫さくらまつり2014シンボルの枝垂れ桜に集った一週間
　「大虫さくらまつり２０１４」が４月
１４日～２０日までの一週間、佐伯・
大虫地区で開催されました。
　昨年から始まり、２回目のまつ
り。古民家を改装したカフェや集
会所でコンサートや手打ちそば体
験などを日替わりで実施。
　実行委員長の 齋  藤  眞  治 さんは

さい とう しん じ

「来年以降も続けていきたいですね。
大虫を知ってもらうきっかけにし
てほしいです」と話してくれまし
た。

参加者は延べ約５００人。最終日の２０日には、樹齢
３００年ともいわれる枝垂れ桜の下でのコンサート
やフードバザーでにぎわいました。

第６回ゆうわれんげまつりれんげがつないだ、笑顔の一日
　５月４日、友和市民センター周
辺で第６回ゆうわれんげまつりが
開催されました。
　こいのぼりが飾られた会場では、
フードバザーや餅つきが行われ、
音楽が流れる和やかな雰囲気の中、
つきたてのお餅の振る舞いや餅ま
きが行われました。
　来場者は約千人。会場横のれん
げ畑では、ヤギやウサギと触れ合
えるコーナーもあり、参加者は友
和の春を満喫していました。

写真＿１　ＭＲＣ乗馬ク
ラブによるポニーの乗馬
体験は大人気。　写真＿
２　れんげ畑では、楽し
そうに飾りを作る子ども
の姿が多く見られました。
　写真＿３　佐伯中生
徒による「よさこいソー
ラン」。観客からは大き
な拍手が送られました。

3

1

2

大野８区自転車乗り方教室晴天に恵まれる中自転車のルール・技能を習う
　８区コミュニティ推進協議会主
催の「大野８区自転車乗り方教室」
が５月１０日、沖塩屋児童公園で行
われました。
　子どもを中心に約７０人が参加。
知識と技能を深めるため、会場内
に設定した各コースを各自の自転
車で走行しました。
　技能コースでは、悪戦苦闘する
場面もちらほら。約１時間３０分の
内容で、自転車の交通安全意識を
高めました。

参加者は、自転車の点検方法やルールを教える
「廿日市市くらし安全指導員」の話に熱心に耳を
傾けていました。

吉和の自然を生かした魅力を発信―
　第２回となる「よしわすい仙ま
つり」が４月２０日、吉和福祉セン
ターで開催されました。
　吉和地域では、昭和６０年ごろか
らスイセンを生かした花のあるま
ちづくりを続け、現在では、吉和
全域に全長２５㎞に渡って黄色いス
イセンロードが続いています。
　実行委員長の 広  兼  正  義 さんは

ひろ かね まさ よし

「長い時間を掛けて地域全体で取り
組んできたスイセンを楽しんでほしい
ですね」と話してくれました。

会場ではスイセンをはじめとする苗などの販売
や竹で炊いたごはん、山菜の天ぷらなどの食事
を楽しむ姿が見られました。

よしわすい仙まつり

第１２回れんげ祭り in 佐方佐方で採れる山野草を召し上がれ
　「第１２回れんげ祭りin佐方」が４
月２９日、西広島バイパス佐方２号
トンネル北側の田んぼで開催され
ました。
　佐方で採れる山野草を使った
「佐方丸ごと食べよう」コーナー
では、山野草のかき揚げやれんげ
巻きずしなどが販売されました。
　地元の小中学生も祭りを手伝い、
れんげが一面に咲き誇る田んぼで、
春の一日をそれぞれが楽しんでい
ました。

廿日市中学校生徒も祭りを盛り上げました。れ
んげの花や蜜を使った「れんげクッキー」をほ
おばる三木ゆりかさん（左）と沖原愛莉さん。
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